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分科会一覧　 Ａ～Ｔ：神戸学院大学ポートアイランドキャンパス　Ｂ号館

会　場 Ｂ―102　講義室 Ｂ―103　講義室 Ｂ―104　講義室 Ｂ―201　講義室
部屋記号 A B C D
定　員 148名 236名 296名 320名

８

月

８

日

（
月
）

①
14:00

〜

15:20

Ａ―①　実践発表
図書委員会活動を活性化する
取り組み（高）

○中西純一郎・矢内優子
　兵庫県立豊岡高校
◯野間　太
　千葉県・市川中学高校

Ｂ―①　実践発表
生徒が主体的に活動する学校
図書館の運営（中）

◯川崎裕美
　松山市立拓南中学校
◯紀之定美知代
　熊取町立熊取中学校

Ｃ―①　海外リポート
韓国学校図書館の活動と支援
～大邱市調査報告～（全）

◯木幡洋子
　学校図書館研究所
◯木幡智子　三重大学
◯江良友子　愛知学園短大

Ｄ―①　講演
国際子ども図書館の概要と学
校図書館協力（全）

◎本吉理彦
　国立国会図書館国際子ども
　図書館長

②
15:40

〜

17:00

Ａ―②　実践発表
司教と学司の連携した活動実
践（高）

◯田熊葉子・斎藤真理
　千葉県立八千代高校
◯大津奈美子
　茨城県立佐和高校

Ｃ―②　講義
学校図書館ボランティアとの
連携１．２．３（全）

◎山田万紀惠
　全国SLA参事

Ｄ―②　講演
学校図書館をどうつくるか
（全）

◎森田盛行
　全国SLA理事長

８

月

９

日

（
火
）

③
9:10

〜

10:30

Ａ―③　研究討議
教科指導における読書教育～
地歴公民での実践～（高）

◯大石昇平
　兵庫県立津名高校

Ｂ―③　実践発表
授業で活用する学校図書館
（中）

◯原田聡子
　佐賀市立昭栄中学校

Ｃ―③　報告
教育大学協会学校図書館部の
活動（全）

◎藤井健志
　学芸大学副学長

④
10:50

〜

12:10

Ａ―④　実践発表
教科で活用学校図書館（高）

○岸　奈穂美
　兵庫県立伊川谷北高
○堀　美智子
　茨城県立磯原郷英高校

Ｃ―④　講義
教科に活用する探究型学習
（中高編）（仮題）

◎稲井達也
　全国SLA参事

⑤
13:40

〜

15:00

Ａ―⑤　実践発表
読書活動の実践（高）

○井上千枝
　兵庫県立兵庫高校
○阿部弥生
　兵庫県立加古川東高校

Ｂ―⑤　研究討議
中学校の探究型学習のカリキ
ュラム作り（中）

◯河野隆一
　兵庫県・関西学院中等部

Ｃ―⑤　講義
教科学習に活用する学校図書
館（小学校編）

◎小川三和子
　全国SLA参事

Ｄ―⑤　著者との対話
本を通して子どもたちに伝え
たいこと（全）

◎あまんきみこ
　作家

⑥
15:20

〜

16:40

Ｃ―⑥　講義
読書感想文の指導（全）

◎福田孝子
　全国SLAスーパーバイザー

Ｄ―⑥　講演
文部科学省の学校図書館施策
（全）

◎坪田知広
　文部科学省初等中等教育局
　児童生徒課長

８

月

10

日

（
水
）

⑦
9:10

〜

10:30

Ａ―⑦　実践発表
学びをアシストする学校図書
館（高）

◯青木智子
　兵庫県立洲本実業高校
◯井上歌子
　愛媛県立新居浜南高校

Ｂ―⑦　実践発表
司書教諭・学校司書との連携
した授業実践（中）
○黒田清美 ･廣石麻子
　姫路市立安富中学校・姫路
　市立林田中学校
○津村玲子
　鳥取市立東中学校

Ｃ―⑦　共同研究
学校図書館運営における業務
記録～引き継ぎの在り方～（全）
◯野口久美子　八州学園大学
◯浅石卓真　愛知淑徳大学
◯横山寿美代
　杉並区立久我山小学校
◯野口武悟　専修大学

⑧
10:50

〜

12:10

Ａ―⑧　実践発表
読書指導の実践提案（高）

○中西英代
　元兵庫県立飾磨工業高校

Ｄ―⑧　講演
作品で伝えたいこと（全）

◎中川なをみ
　作家

12:30
〜
12:50 閉　会　式　　Ｂ―202
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【凡例】　◎◎講師、報告者、パネリスト　○○発表者
　　　　小…小学校　中…中学校　高…高等学校　全…小中高、特別支援、一般

会　場 Ｂ―202　講義室 Ｂ―203　講義室 Ｂ―204　講義室 Ｂ―205　講義室
部屋記号 Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
定　員 320名 320名 93名 93名

８

月

８

日

（
月
）

①
14:00

〜

15:20

Ｅ―①②　シンポジウム
学校図書館支援センターの意
義と役割の再考（全）

◎神澤登美子
　東京都荒川区教育委員会
◎冨永香羊子
　市川市冨貴島小学校 教頭
◎林　良子
　松江市教育委員会
◎藤田利江
　東京都江戸川区教育委員会

Ｆ―①　講義
子どもに本と学びをつなぐ
（全）

◎曲里由喜子
　帝塚山学院大学非常勤講師

Ｇ―①　研究討議
特別支援学級への支援～学校
司書の関わり～（全）

◯飯島美奈子
　笛吹市立石和東小学校

Ｈ―①②　講義・WS
紙芝居をやってみよう（全）

◎道山由美
　紙芝居文化の会

②
15:40

〜

17:00

Ｆ―②　講義
読み聞かせの指導について
（全）

◎笹倉　剛
　神戸親和女子大学教授

Ｇ―②　報告
子どもの読書と学校図書館の
現状～調査データから～（全）

◎磯部延之
　全国SLA調査部長

８

月

９

日

（
火
）

③
9:10

〜

10:30

Ｅ―③④　シンポジウム
アクティブ・ラーニングを支
える学校図書館の在り方（全）

◎飯塚良治
　島根県SLA会長
◎坪田知広
　文部科学省初等中等教育局
　児童生徒課
◎望月道浩
　琉球大学准教授
◎山元隆春
　広島大学大学院教授

Ｆ―③　講義
電子書籍の現状と学校図書館
（全）

◎植村八潮
　専修大学教授

Ｇ―③　講義
全国SLAの選定と学校図書
館の選書（全）

◎内海　淳
　全国SLA選定部長

Ｈ―③④　講義・WS
交流する読みのSkillを高めよ
う（全）

◎寺田　守
　京都教育大学准教授

④
10:50

〜

12:10

Ｆ―④　講義
ひょうご文学散歩（全）

◎廣岡　徹
　元兵庫教育大学教職大学院

Ｇ―④　研究討議
病弱養護学校の読書活動（全）

◯菅原　晃
　北海道立八雲養護学校

⑤
13:40

〜

15:00

Ｅ―⑤⑥　フォーラム
アクティブな学びのために、
新聞をどう活用するか（全）

◎遊佐美恵子
　朝日新聞社
◎副島江理子
　横浜市立緑園小学校
◎三上久代
　元札幌市立平岡中央中学校
◎伊吹侑希子
　京都府・京都学園

Ｆ―⑤　講義
言語活動の充実と読書指導の
在り方（仮題）（全）

◎山元隆春
　広島大学大学院教授

Ｇ―⑤　研究討議
学校の統廃合における学校図
書館（小中）

◯三浦弘美
　鶴岡市立豊浦小学校

Ｈ―⑤⑥　講義・WS
コラボ読み（仮題）（全）

◎山元悦子
　福岡教育大学教授

⑥
15:20

〜

16:40

Ｆ―⑥　問題提起
デジタル時代の学校図書館メ
ディアについて考える（全）

◎野口武悟
　専修大学教授

Ｇ―⑥　研究討議
これからの学校図書館支援の
在り方（全）

◯平井幸子
　掛川市学校図書館支援室

８

月

10

日

（
水
）

⑦
9:10

〜

10:30

Ｅ―⑦⑧　フォーラム
学校司書の資格・研修を考え
る（全）

◎稲垣達也
　前東久留米市立第三中学校校長
◎小林　功
　埼玉県立大宮中央高校司書教諭
◎高桑弥須子
　市川市立第七中学校学校司書
◎堀部尚久
　横浜市立並木中央小学校校長

Ｆ―⑦　講義
図書の分類（全）

◎内海　淳
　全国SLA選定部長

Ｇ―⑦　研究討議
小中一貫校の読書指導（小中）

◯小谷田照代
　沼津市立静浦小中一貫学校

Ｈ―⑦⑧　講義・WS
読書会スキルアップ（全）

◎長尾幸子
　全国SLAスーパーバイザー

⑧
10:50

〜

12:10

Ｇ―⑧　研究討議
学習センター・情報センター
としての学校図書館～中高一
貫校の取り組み～（中高）

◯毛塚雅子
　栃木県立佐野高等学校附属
　中学校

12:30
〜
12:50 閉　会　式　　Ｂ―202
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分科会一覧　 Ａ～Ｔ：神戸学院大学ポートアイランドキャンパス　Ｂ号館

会　場 Ｂ―216　講義室 Ｂ―209　講義室 Ｂ―103　講義室 Ｂ―210　講義室
部屋記号 Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ
定　員 93名 81名 128名 148名

８

月

８

日

（
月
）

①
14:00

〜

15:20

Ｉ―①　講義
YAと中高校生の読書～選書
の工夫～（全）

◎齊藤　純
　全国SLA参事

Ｊ―①講義・WS
読書イベントのアイディア
（全）

◎高見京子
　全国SLAスーパーバイザー

Ｋ―①　実践発表
全職員とタイアップする学校
図書館教育（高）

◯熊野明美・栗　崇仁
　香川県立高松商業高校

②
15:40

〜

17:00

Ｉ―②　講義・WS
学校図書館ブックトーク１・
２・３（全）

◎小林　功
　全国SLA参事

Ｊ―②　問題提起
学校図書館の情報アクセシビ
リティを考える（全）

◎野口武悟
　専修大学教授

Ｋ―②　研究討議
図書委員会スタッフマニュア
ルの作成と活動（中高）

◯勝山万里子
　茨城県立水戸第二高校

Ｌ―②　研究討議
目録業務から考える探究型学
習の支援（中高）

◯出垣内素子
　関西大学中等部高等部

８

月

９

日

（
火
）

③
9:10

〜

10:30

Ｉ―③　講義・WS
学校図書館の仕掛け作り（全）

◎磯部延之
　全国SLA調査部長

Ｊ―③　共同研究
教科指導における学校図書館教育の
在り方～横浜市の学校司書配置事業
を生かした授業改善の取り組み～（全）
◯桐畑美登利　横浜市教委
◯副島江理子・坂田泰美・
　竹原香織
　横浜市立緑園東小学校

Ｋ―③　研究討議
生徒と本のつながり～日常の
貸し出しや読書会から～（高）

◯山内裕美
　福井県立足羽高校

Ｌ―③　研究討議
中学校におけるオリエンテー
ションの在り方を考える（中）

◯斎藤直人
　新潟市立大通中学校

④
10:50

〜

12:10

Ｉ―④　講義・WS
考える楽しみを鍛える理科読
～空気～（全）

◎土井美香子
　ガリレオ工房

Ｊ―④　講義・WS
読書感想画の指導（小学校編）

◎森高光広
　植草学園大学教授

Ｋ―④講義
書誌データの利活用（全）

◎吉村　風
　国立国会図書館収集書誌部
　収集書誌調整課

Ｌ―④　研究討議
学校図書館を支える図書委員
会活動（中）

◯三上久代
　前札幌市立平岡中央中学校

⑤
13:40

〜

15:00

Ｉ―⑤　講義・WS
理科の学びが広い学びへとつ
ながる支援とは～理科読とア
クティブ・ラーニング～（全）

◎滝川洋二
　ガリレオ工房

Ｊ―⑤　講義・WS
読書感想画の指導（中高編）

◎森高光広
　植草学園大学教授

Ｋ―⑤　研究討議
総合学科高校の学校図書館
（高）

○田下茂子
　兵庫県立太子高校

Ｌ―⑤　研究討議
ICT機器導入から学校図書館
活用の可能性を考える～理科
～（中）

◯丸本高祥・速水美和
　長浜市立木之本中学校

⑥
15:20

〜

16:40

Ｉ―⑥　講義・WS
心をつかむオリエンテーショ
ン（全）

◎小日向輝代
　全国SLA参事

Ｋ―⑥　実践発表
学校図書館の運営（高）

○宮　典子
　兵庫県立西宮高校

Ｌ―⑥　研究討議
学校図書館の蔵書～相互貸借
記録からの考察～（中）

◯高桑弥須子
　市川市立第七中学校

８

月

10

日

（
水
）

⑦
9:10

〜

10:30

Ｉ―⑦　講義・WS
学校図書館の環境整備のアイ
ディア（全）

◎千葉尊子
　全国SLA参事

Ｊ―⑦　講義・WS
学校図書館で新聞をどう使う
？（全）

◎村山正子
　元相模原市立鵜野森中学校
◎三上久代
　元札幌市立平岡中央中学校

Ｋ―⑦　研究討議
学校図書館におけるアクティ
ブ・ラーニング（中高）

◯伊吹侑希子
　京都学園中学高校

Ｌ―⑦　研究討議
学校全体で取り組む学校図書
館活用（中）

○羽柴千晴
　浜田市立弥栄中学校

⑧
10:50

〜

12:10

Ｋ―⑧　実践発表
学校図書館を活性化する実践
（高）

○岩本麻衣子
　兵庫県立加古川北高校

12:30
〜
12:50 閉　会　式　　Ｂ―202
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【凡例】　◎◎講師、報告者、パネリスト　○○発表者
　　　　小…小学校　中…中学校　高…高等学校　全…小中高、特別支援、一般

会　場 Ｂ―211　講義室 Ｂ―213　講義室 Ｂ―214　講義室 Ｂ―215　講義室
部屋記号 Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ
定　員 236名 236名 236名 235名

８

月

８

日

（
月
）

①
14:00

〜

15:20

Ｍ―①　研究討議
全教科で取り組むアクティ
ブ・ラーニング（中）

◯山口さやか
　京都府立桂中学校

Ｎ―①　実践発表
学校図書館の機能を活用した
実践（小）

◯向井弘子
　大阪府・関西大学初等部
◯古関亮子
　岩見沢市立栗沢小学校

Ｏ―①　研究討議
デジタル教材と学校図書館
（小）

◯岡　 亨
　土庄町立土庄小学校

Ｐ―①　実践発表
神戸市小学校教育研究会図書
館部の活動（小）

◯楠本美代子
　神戸市立小束山小学校
◯高田景子
　神戸市立若草小学校

②
15:40

〜

17:00

Ｍ―②　実践発表
学校司書と連携した学校図書
館運営（中）

○佐藤恵理子
　宝塚市立宝塚中学校

Ｎ―②　研究討議
学校・家庭・地域と連携した
読書活動の在り方（小）

◯高橋義樹
　川口市立青木中央小学校

Ｏ―②　実践発表
「日本絵本賞」読者賞の実践
（小）

◯髙木　恵・大久佐恵子
　太宰府市立水城西小学校
◯日野弘子
　元松山市立湯山中学校

Ｐ―②　実践発表
読書活動の実践（小）

◯松山真紀・片芝周子
　養父市立養父小学校・養父
　市立大屋小学校
◯松本尚美
　宇都宮市立宝木小学校

８

月

９

日

（
火
）

③
9:10

〜

10:30

Ｍ―③　研究討議
教科で活用する学校図書館～
数学・家庭・体育等の事例～
（中）

◯村山正子
　元相模原市立鵜の森中学校

Ｎ―③　研究討議
学校図書館を活用した授業～
司書教諭からの提言～（小）

◯杉本　洋
　甲府市立甲運小学校 

Ｏ―③　実践発表
読書活動の実践（小）

◯別所克子
　南淡路市立志知小学校
○遠藤広美
　郡山市立朝日が丘小学校

Ｐ―③　共同研究
学校図書館振興のための「学
校図書館ガイドブック」作成
（小）

◯澤田直美
　仙台市立将監小学校

④
10:50

〜

12:10

Ｎ―④　実践発表
探究する児童を育てる授業の
実践（小）

◯椿田利之
　前大館市立城南小学校
◯矢田真由美
　西尾市立津平小学校

Ｏ―④　研究討議
ICTを活用した探究型学習と
学校図書館（小）

◯中島晶子
　川越市立南古谷小学校

Ｐ―④　実践発表
学校教育を支える学校図書館
（小）

◯光井美樹
　美里町立砥用小学校
○阿部美智代
　仙台市立幸町小学校

⑤
13:40

〜

15:00

Ｍ―⑤　実践発表
読書活動の実践（小中）

○小橋やよい
　養父市立大屋中学校
◯福満芳枝
　川越市立高階小学校

Ｎ―⑤　研究討議
学習センター・情報センター
としての学校図書館活用（小）

◯栗屋真奈美
　みやま市立下庄小学校

Ｏ―⑤　研究討議
学びを育む読書教育の実践
（小）

◯岩村逸子・森本康美
　広島市立己斐小学校

Ｐ―⑤　実践発表
子どもと本をつなぐ読書活動
実践（小）

◯岩島理紗
　篠山市立味間小学校
◯渡辺典子
　門真市立速見小学校

⑥
15:20

〜

16:40

Ｍ―⑥　実践発表
学校図書館の環境整備（中）

◯清水明美
　洲本組合立広田中学校
○藤原正子
　笛吹市立浅川中学校

Ｎ―⑥　研究討議
レファレンス協同データベー
スを活用した実践（小中）

◯坂下直子
　京都女子大学附属小学校

Ｏ―⑥　研究討議
学校図書館を活用した授業実
践（小）

◯石田知己・元田学
　広島市立彩が丘小学校

Ｐ―⑥　実践発表
学校司書と連携した授業の展
開（小）

◯神野美由紀・清水広美
　新居浜市立船木小学校
◯五島屋昌美
　神戸市立東舞子小学校

８

月

10

日

（
水
）

⑦
9:10

〜

10:30

Ｍ―⑦　実践発表
学校図書館の環境整備（中）

○奥田好恵
　明石市立朝霧中学校

Ｎ―⑦　研究討議
学校図書館を活用した授業～
国語～（小）

◯柴田陵子
　鶴岡市立朝暘第四小学校

Ｏ―⑦　講義
絵本の読み聞かせの効果（全）

◎余郷裕次
　鳴門教育大学教授

Ｐ―⑦　実践発表
読書活動の実践（小中）

◯坂田　梓
　姫路市立高岡小学校
○岡本えりか
　高知市立城東中学校

⑧
10:50

〜

12:10

Ｍ―⑧　研究討議
強制読書は、学校の特権（中）

◯大川　功
　東京・聖学院中学高校

Ｐ―⑧　研究討議
学校図書館ボランティアの協
力（小）

◯中井美香
　加西市立九会小学校

12:30
〜
12:50 閉　会　式　　Ｂ―202
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分科会一覧　 【凡例】　◎◎講師、報告者、パネリスト　○○発表者
　　　　小…小学校　中…中学校　高…高等学校　全…小中高、特別支援、一般

会　場 Ｂ―206 講義室 Ｂ―207 講義室 Ｂ―208 講義室 Ｂ―217 講義室 視　　察
部屋記号 Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ
定　員 40名 40名 40名

８

月

８

日

（
月
）

①
14:00

〜

15:20

Ｑ―①②
PCソフト等展示

Ｒ・Ｓ―①②
日本児童図書出版協会
よい絵本（絵本・複製原画）
全国SLAの本等展示

Ｔ―①②
ＩＡＳＬ東京
大会関係ポス
ター
スーパーバイ
ザー相談室

②
15:40

〜

17:00

８

月

９

日

（
火
）

③
9:10

〜

10:30

Ｑ―③④
PCソフト等展示

Ｒ・Ｓ―③④
日本児童図書出版協会
よい絵本（絵本・複製原画）
全国SLAの本等展示

Ｔ―③④
ＩＡＳＬ東京
大会関係ポス
ター
スーパーバイ
ザー相談室

④
10:50

〜

12:10

⑤
13:40

〜

15:00

Ｑ―⑤⑥
PCソフト等展示

Ｒ・Ｓ―⑤⑥
日本児童図書出版協会
よい絵本（絵本・複製原画）
全国SLAの本等展示

Ｔ―⑤⑥
ＩＡＳＬ東京
大会関係ポス
ター
スーパーバイ
ザー相談室

⑥
15:20

〜

16:40

８

月

10

日

（
水
）

⑦
9:10

〜

10:30

Ｑ―⑦⑧
PCソフト等展示

Ｒ・Ｓ―⑦⑧
日本児童図書出版協会
よい絵本（絵本・複製原画）
全国SLAの本等展示

Ｔ―⑦⑧
ＩＡＳＬ東京
大会関係ポス
ター
スーパーバイ
ザー相談室

⑧
10:50

〜

12:10

12:30
〜
12:50 閉　会　式　　Ｂ―202

小
学
校
：
神
戸
学
院
大
学

　
　
　
　

↓
神
戸
市
立
稗
田
小
学
校

　
　
　
　

↓
神
戸
文
学
館

　
　
　
　

↓
神
戸
学
院
大
学

中
学
校
：
神
戸
学
院
大
学

　
　
　
　

↓
神
戸
市
立
上
野
中
学
校

　
　
　
　

↓
神
戸
文
学
館

　
　
　
　

↓
神
戸
学
院
大
学

高
等
学
校
：
神
戸
学
院
大
学

　
　
　
　
　

↓
県
立
夢
野
台
高
等
学
校

　
　
　
　
　

↓
神
戸
学
院
大
学
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